


























































































































































に「只、夕景に有所の草なり」とある） 。ほか、 「暮陰草」を「物陰の草」と採る説は、 『略解』 （庭の夕陰の草） 、 『古義』 （夕
ヘの陰草） 、












「影」と同じであると指摘する。院政期に『袖中抄』が述べた、 「陰」と書いているのだから「 （ミヅノ）カゲノ草」であるという 釈から、「カゲ」は「光」のことと解釈すべきという考え（ 「陰」は「景」 「影」の借字）が徐々に主流になっていくのである。
以後、この「夕光」説は、 「夕方の光の中」 （土屋『私 』 ） 、 「夕

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































「日暮れ」は、 「時間的推移（夜 到来） 」を企図するためのモチーフであった。試みに言えば、 「夕照」 （初学記「陳徐陵日華詩」 ）のような語が、六朝の終わりごろから見え始め唐詩に多く用いられることも、詩題そのも 変遷を辿ることができそうであ （ 「夕照」は『文選』に見られない） 。
当該歌の「ゆふかげくさ」が、 「夕」ではなく「暮」で表わされ
ていることも、いま述べたことと問題性を遠くしな であろう。「暮」は「クレル」 「クラス」という倭語に対応するが、 「日没」 「日暮れ」という時間的推移をそもそも 字義に有してい 。 「暮 は「莫」に通じ、 『新撰字鏡』には 暮、綿故反 晩也、夕也、冥也、莫也」とある。 『説文解字』に「莫、日且冥也」 『廣雅（釈詁四） 』に「暮、夜也」とあることも、当該歌の理解を助けよう 「暮」の用字は、そこに幽冥たる暗黒の闇、 イメージを漂わせるに十
― ―57














































































































































　「夕方の光」と考える注釈書は、井上『新考』 、折口『口訳』 、吉沢義則・石井庄司『総釈』 、金子『評釈』 、 『古典全書』 、佐々木『評釈』 、土屋『私注』 、岩波 大系 澤瀉 注 旧『全集』 、新潮『古典集成 木下 全注』 、新編『全集』 、稲岡『和歌大系 伊藤『釈注』 、阿蘇 全歌講義
⑺



































ス（⑥九四九） 」 「山陰（⑥九七二） 」 。ほか『日本書紀』巻三に「天
陰」 、巻三〇に「陰雲」など。なお『日 書紀』の「陰」は「 陽」二元論に基づく「陰陽」 「陰神 等の例が殆どで、 「光」の意で用いられる例はない。
⒀





















陰。 」 （ 『四部叢刊春秋経伝集解』巻二十）とある。 『玉篇』の「杜
預曰、陰曰、
陰、日影也」は当該部分の抄出であろうが、 「陰曰影」か「陰























































ほか『楚辞』に「日は杳杳として以て西に頽れ」 （九歎・遠逝） 、 「白
日晼晩として其れ将に入らんとし」 （九辯・其の七）など。
⒆
　『新大系』は「衣手を打廻の里に……」 （笠女郎④五八九）に「閨艶詩」
（擣衣）の影響を指摘する。⒇　「暮陰」の漢語が「夕ぐれのかげ」の意であることは、佐藤武義氏「万葉語『夕＋～』の考察」 （ 『萬葉集の世界とその展開』白帝社
1996･4 ）
に言及がある。氏は、そこで例を挙げておられないが『藝文類聚』 （第九巻・水部下・池）は、後魏温子升「春日臨池詩」の「光風動
二
春樹
一、
丹霞起
二暮陰
一、嵯峨暎
二連璧
一、飄
颻
下
二散金
一、徒自臨
二濠渚
一、空復撫
二鳴琴
一、莫
レ知
二流水曲
一、誰辯游魚心」を引く。同じく『藝文類聚』 （第
六十五巻・産業部・園、 『古詩紀
 宋二』 ）に、宋謝荘「北宅秘園詩」の「夕
天
霽はれ
二
晩気
一、軽霞澄
二
暮陰
一、微風清
二
幽幌
一、餘日照
二
青林
一、……」が
見られる。 「
暮陰
00
」に起こる「
丹
0
霞」であり「暮陰」の景が「暗闇」を
象徴してい ことは明らか。

　
森博行氏（ 「第一章
 魏・晋における夕日」 『夕日と芳草―中国古典文
学論集』
1999･1･20 、初出『中国文学報第二十五冊』
1975･4 ） 。

　「寒蝉」について李善は「禮記曰、孟秋、
寒○
蝉○
應
レ 陰○
而鳴」 「楚辭曰、
蝉寂寞而無
レ
聲」とする。秋の夜長の物色にヒグラシ（寒蝉・寒
螿
）や
キリギリス（蟋蟀・莎雞）を詠むことは、漢詩文では常套的な手法。

　
平舘英子氏「白露の消かも死なまし」 （高岡市萬葉歴史館論集
13『生
の万葉集』
2010･10 ）に詳しい。

　
小稿「笠女郎の文字『死変』―万葉集巻四・六〇三番歌―」 （ 『日本女
子大学紀要文学部』
52号
2003･3 ） 、小稿「笠女郎の文字『為形』と『面景』
―万葉集巻四・六〇二番歌―」 （ 『国文目白』
43号
2004･2 ）
追記
 本稿は、二〇〇三年度「平舘英子先生研究会」での発表資料を素地
とします。学恩に心より感謝申し上げます。
